
ＪＲ東海労ニュース
経営側の賃金抑制・定昇凍結攻撃を跳ね返し
ベースアップを勝ち取ろう！

経団連は１月23日、2012春闘で経営側の

指針となる「経営労働政策委員会（経労

委）報告」を発表しました。

報告によると、東日本大震災により経済

活力が低下、円高や電力不足などで日本は

産業空洞化の危機にあると情勢を分析した

うえで、「ベアは論外、定期昇給について

も輸出企業では凍結、延期の可能性があ

る」とし、定期昇給凍結も示唆しています。

さらに連合の１％賃金改善要求については

「危機的な経営環境への認識が甘い」と批

判し、2012春闘では賃金を厳しく抑制する

方針を打ち出しました。

ＪＲ東海においては、３年連続でベアが

ありません。その意味では春闘に敗北して

きています。その上、新人事賃金制度によ

り、定期昇給額も逓減（2012年度からは一

番低い社員で2,400円）しています。

このような中、復興増税により2013年１

月から25年間、所得税が2.1％上乗せされ、

住民税も2014年６月から10年間、1,000円

加算されます。厚生年金保険料も2017年ま

で毎年引き上げられます。さらに政府は、

消費税増税法案を今国会に提出する予定で

す。私たちの賃金は目減りし、生活は苦し

くなる一方です。

経営側の賃金抑制攻撃を跳ね返す議論を

職場からつくり出し、定期昇給を確保し、

ベースアップを勝ち取ろう！
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